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1 章の l では電子捕獲型検出器用の誘導体化試薬としてペンタフルオロベンジノレメタンスルホナートを
合成し，乙の試薬を用いてBr一， 1一， CN一， SCN- , N02- , N03一， S2ーの 7種の無機アニオンの
誘導体化ガスクロマトグラフィーについて検討した結果をまとめている。
1 章の 2 では高分子化したぺンタフルオロベンジルスルホナート試薬を合成し，高分子化試薬では未反
応の過剰試薬を簡便に反応溶液より除去する乙とができるため，試薬によるベースラインの上昇を大幅に
抑える乙とに成功し，実効検出感度をモノマー型試薬に比べて 1--2 桁向上できる乙とを示している。
2章の 1 では 4種類のラベル基を有する p ートノレエンスノレホン酸エステル型(トシラート型)試薬を合
成し，カルボン酸の誘導体化液体クロマトグラフィーについて述べ，またトシラート型試薬の反応性はラ
ベノレ基部分の』性質に大きく依存し，電子求引性基を有するものほど反応性の高い乙とを示している。
2 章の 2 では 1 章の 2 と同様に試薬を高分子化する乙とにより未反応試薬を容易に除去する乙とができ，
その結果，より低級な脂肪酸まで同時定量できる乙とを明らかにしている。



















移動触媒を用いる 2 相系での誘導体化により 7種類の無機アニオンを FID により mM レベルで同








4) フタルイミノエチノレ部分構造を有するトリフラート試薬は，合成が簡単で，特に 2 ー (2 ， 3 ーナフタ
ノレイミノ)エチノレトリフラートは感度，反応性，試薬の安定性に優れ，現在まで報告されたカルボン酸
の誘導体化試薬の中では最も優れた試薬の一つである。
5) S 一(+)ー( 1 ーメチル-2-(2 ， 3-ナフタルイミノ) J エチルトリフラートは光学活性カルボン
酸をラセミ化のおそれのない室温でジアステレオマーに誘導体化でき，このジアステレオマーは逆相ク
ロマトグラフィーで容易に分離できる。
以上のように本論文は新規スルホン酸エステノレ型誘導体化試薬を合成しこれらを無機および有機アニ
オンのクロマトグラフィーに応用する乙とに成功したもので 工業分析化学および環境分析化学の発展に
寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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